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Abstract: University libraries are going to use the most advanced training in educational 
institutions in society. For example, Web services, institutional repositories, Learning 
Commons and the like.  The university library’s Web site can be called information 
literacy textbook. The reason is that information retrieval methods and how to create a 
thesis, or because they are also described how to create digital archives. Most library 
users are students, so libraries don’t think mostly the elderly and the visually impaired. 








Educational Programs for University Library :  





年 1 月、大学図書館関連初のメーリングリスト「かりん」 3）から始まる。次に、1993 年 5 月、筑
波大学附属図書館がインターネットによる蔵書検索 4）、1994 年 7 月、千葉大学附属図書館が Web
サイトによる OPAC を開始 5）した。以降、Web サイトによるサービスが増加し、1996 年 4 月の
全国国立大学図書館では 43% が Web サイトを持っていたが、翌年には 83% の大学へと増加した
（福田（1997）） 6）。上田修一氏（2010） 7）調査によると 2010 年 3 月 31 日現在、Web サイト、Web 
OPAC とも 100% である。
　電子図書館化に関しては、1996 年に奈良先端科学技術大学院大学のモデル事業と学術審議会の
建議 8）以降、国立大学図書館を中心に電子図書館が構築され始めた。一方、1998 年の SPARC 9）
運動や、1999 年の Open Access Initiative : OAI 運動 10）、そして、2005 年の NIH（米国国立衛生
研究所）助成の研究成果は PubMed Central 11）へ無料公開の義務 12）、などのオープンアクセス
運動がおこった。本邦では 2002 年 7 月に千葉大学が学術機関リポジトリ計画を開始 13）、2004 年
6 月に国立情報学研究所（NII）が学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクトを










ーネットで文献探索（伊藤民雄氏（1997 年）） 26）、⑾ Wikipedia 英語版開始（2001 年 1 月 15 日）27）、
⑿国立国会図書館カレント・アウェアネス（2002 年）28）、⒀レファレンス協同データベース（2005
年）29）、⒁リサーチ・ナビ（2009 年 5 月）30）、など。
　2000 年度、橋洋平氏の調査報告では 31）、新入生オリエンテーションは国公立大学 100%、私立
大学 93.7% の実施率である（71 国立大学（分母 98）、49 公立大学（分母 62）、320 私立大学（分
母 444）の回答）。しかし、大学授業に組み込まれた情報リテラシー教育は国立大学 39.4 ％、公立
大学 14.2%、私立大学 13.1% と少ない。
　アクセシビリティに関連しては以下の特筆事項がある。⑴スウェーデン国立点字図書館 DAISY
プロジェクト（1988 年） 32）、⑵障害を持つアメリカ人法（1990 年）33）、⑶日本政府の「障害者プ
ラン」（1995 年）34）、W3C の Web コンテンツに関するアクセシビリティ指針（1999 年 5 月）35）、




















87 国立大学図書館 42）の Web サイトをアクセシビリティの観点から調査し、分析する。
2. 1　Web サイトチェックツール
　文法のチェックツールは、⑴ W3C の「The W3C Markup Validation Service」43）、⑵ 石野恵
一郎氏作成の「Another HTML-lint」44）、⑶ W3C の 「CSS Validation Service」 45）、⑷「NTT デ
ータだいち」の「HAREL」を使用した 46）。⑴は、W3C のチェックツールで文書が正しいか DTD 47）
をチェックしており、正しい Web ページとして認定される。⑵は、⑴よりきめ細かくチェックす
る。日本語で文法ミスとその原因を確認できるので重宝する。⑶は HTML と連動するスタイルシ











などをチェックする（なお、コントラスト検証システムについては、「The paciello group」 の
「Contrast Analyser」もある 50））。読み上げ時間の計測では、⑸と⑹が利用できるが、実測を重視
し⑸を利用した。また、音声ブラウザの IBM ホームページリーダーは Windows 7 に対応しない
表明をしており 51）、今回は使用しない。Windows 7 対応、かつ、点字ディスプレイ対応のスクリ
ーンリーダーは、ALTAIR 以外にも高知システム開発の PC-Talker 52）、EXTRA の JAWS 日本語
版 53）、スカイフィッシュの Focus talk 54）、Kazusoft の CATWALK 55）などがある。
2. 2　Web サイト構造チェック
　トップページ（HOME）の HTML の仕様、ページ分割、リンク数、行数を以下に示す。
2. 2. 1　HTML の仕様
　HTML3.2 以前は 6 館（7%）、HTML4 は 49 館（56%）、XHTML1 は 32 館（37%）である。HTML4
仕様は HTML 文には内容を、表現スタイルはスタイルシートを使用し、見映えに Table タグは利
用しないのが原則である。HTML4 以降が 93% を占め、標準化、すなわち内容と見映えの分離以
降に Web サイトを構築（再構築を含む）している。しかし、HTML4 以降であっても見映えに
Table タグを使用している館は 64 館（74%）もある（全体では 70 館（80%））。
2. 2. 2　Flame、リンク数、行数
　肢体不自由者、視覚障害者を考慮し、マウスを使用しないで利用できるサイトとするのが原則
である（JIS5.3a）56）。すなわち、縦横スクロールを行わず、1 画面（行間 1.4 で 25 行程度、全角
で 40 文字程度）にトップページの内容を入れる方法である。以下、Flame 使用、リンク数、行数
を示す。
⑴ 1 画面に収まる優良サイト：20 館（23%）、1 行程度はみ出すサイト 7 館（8%）、縦スクロー
ルが必要なサイト 60 館（69%）









・読み上げ時間：優良 Top5：筑波技術短期大学（32 秒）、北陸先端科学技術大学院大学（1 分
56 秒）、東京外国語大学（2 分）、政策研究大学院大学（2 分 6 秒）、上越教育大学（2 分 12
秒）。
　リンク数・行数で平均位置の大学：5 分、最長 1 時間 8 分 11 秒。
　参考：フレーム使用の大学は、読み上げ時間は短いが、1 段階手間が必要（10 秒であるが、目
次読み 1 分 2 秒も必要）。
 
　また、aDesigner 調査では、次のリンクまで 90 秒以上かかるサイトは、71 館（82%）。
2. 2. 3 W3C 文法チェック
⑴ Another HTML-lint で文法チェックを行った結果は、以下の通りである（図 3）。
・ 優良 Top3：大阪大学（100 点）、愛媛大学（99 点）、茨城大学（95 点）。
・ 平均：－ 102 点、最マイナス点：－ 661 点。（解説は後述）
⑵ HAREL で文法チェックを行った結果は、以下の通りである（図 4）。HAREL は https（1 館）を
チェックできないので除外し、Body タグや CSS に不都合があり計測できない場合は 0 点にした。
・優良 Top3：奈良先端科学技術大学院大学（78 点）、茨城大学（77 点）、愛媛大学（74 点）。
・平均：41 点、最低点：0 点。（解説は後述）
図１　リンク数 図 2　行数
図３　HTXM 文法採点 Another HTML-lint 図４　HTXM･CSS 文法採点 HAREL
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2. 2. 4　Dublin Core　メタデータ
　検索エンジンが HTML ファイルを収集し高速に検索するためには、検索ロボットがクロール
して、HTML や XHTML などの文書の Head 部に記載されるメタデータをあらかじめ索引化して
おく。メタデータの標準化には、2003 年に国際標準となった Dublin Core メタデータ 57）の 15 要




結果：タイトルのみの館：50 館（57%）、 2 種類：7 館（8%）、 3 種類：21 館（24%）、4 種類：5 館
（6%）、5 種類以上：6 館（7%）。




ォーマット（2010 年 3 月）59）も、Dublin Core　Metadata Initiative（DCMI）の 2008 年公開の
DC Metadata Terms 60）を準拠に策定している。個別館であるが、筑波技術短期大学視覚障害系







　結果：優良サイト 43 館（66%）、問題のあるサイト 30 館（34 ％）。
2. 3　見映えチェック
　読みやすい・見やすい Web サイトには、以下の配慮が重要となる。
　⑴ 目次ページは 1 画面以内（縦横スクロールしない）、通常ページは横スクロールしない
　⑵ 2 バイト文字の場合、行間を 1.5 前後開ける
　⑶ 地と文字の明度差を 4.5 対 1 にする
　⑷ 配色は第１－３色盲に配慮する













　結果：配慮しているサイト 55 館（63%）、一部配慮 8 館（9%）、配慮なし 24 館（28%）。
2. 3. 2　明度差
　JIS X8341-3:2010 7.1.4.3 では、「最低限のコントラストに関する達成基準」として、「7:1 のコン
トラスト比がなければならない。」62）と、具体的数値が示された。本調査では、aDesigner のロ
ービジョン検査で、文字色と背景色の色対比に問題があるかどうかの有無を示す。
　結果：優良サイト 16 館（18 ％）、問題あるサイト 71 館（82%）。
2. 3. 3　文字固定・小さい文字
　老眼や弱視の場合、最低限 18 ポイント以上の文字が必要である 63）。文字は固定しなければ、
Firefox や IE7 以降は Ctrl キーに + キーの繰り返しで 8 倍以上拡大され、読むことができる。

















　結果：優良サイト：29 館（33%） 、問題のあるサイト：58 館（67%）
2. 4　内容・項目の整理



















































































































「Web サービス」、「学生ポータル」、「My Portal」、「My Library」（や、「My　固有名」）等の名称
でトップページに置いている館が多い。また、「電子ジャーナル」や「文献複写」等の個別サービ






結果：「My Library」、「マイライブラリー」、「My　固有名」を実施： 30 館（34%）、
　　「My Potal」、「My OPAC」等の名称： 10 館（11%）
　　「Web サービス」、「Web リクエスト」等の名称： 9 館（10%）
　　「オンラインサービス」、「オンライン申込」等の名称： 9 館（10%）
　　「その他（学内限定、各種申し込み、学内サーバ等）」 : 36 館　（41 館）


















































結果：「学外の皆さま」 1 館（1%）、「学外の方」50 館（57 ％）、「学外者」15 館（17 ％）、




結果：トップページに English 表示：71 館（82%）、トップページになく、OPAC から English：
14 館（16%）、英語版作成中や項目名のみの館：2 館（2%）。
　なお、利用案内に 3 ケ国語以上あるサイトは以下のとおり：





　携帯版は URI を入力する方法と QR コード 68）等のバーコードカメラで写す方法とがある。「ケ
ータイ」で英数字・記号入力は利用しづらいので QR コードも準備する方が良い。QR コード以外
では、紙媒体から読み上げるバーコードに「SP コード」69）、紙媒体と PC 画面を読み上げる「新
音声コード」70）がある。これらは、国際標準化と普及率が今後の課題となるが、どの方式であっ
ても、ディスプレイ画面のどこに QR コードが位置するか統一規格が必要である 71）。現時点では、
QR コードのみを大学図書館が掲載しているので、その調査結果を以下に記す。




































　また、｢トピック｣ 等を動画配信している館は、2008 年 4 月の千葉大学の「ポッドキャスト」73）、
2010 年 10 月の京都大学の「Ustream」74）が知られるが、米国を中心とした海外の大学図書館で
配信している「YouTube」75）、「Facebook」76）、「Twitter」77）などによる配信の増加が予測され


















告書（2006）78）。その後、「平成 20 年度大学図書館職員研修 「ad！ライブラリー ～大学図書館効
果的広報戦略～」79）、「図書館総合展 / 学術情報オープンサミット」（2009） 80）などが行われた。
今後、関連サイトの増加が予測される。














ほとんど無く、調査としては、My Library の有無である。そして、My Library の調査結果は、
2.4.1.1 で既述した。



















館（31%）、検索窓を設置しているサイト：42 館（48%）、OPAC と表示しているサイト： 39
館（46%）、蔵書検索と表示しているサイト：38 館（44%）、蔵書検索（OPAC）と表示してい








ファレンス協同データベース」は 2010 年 7 月には 30,000 件を超え、大規模なレファレンスツー
ルに育ちつつある。大学図書館も参加しだしたが、2010 年 11 月 24 日現在、国立大学では 44 館
と全体の 51% の状況である。また、「レファレンス協同データベース」の API を利用したアプリ













⑴ 機関リポジトリ関連用語：機関リポジトリ 23 館（26%）、学術リポジトリ 10 館（11%）、学術
情報リポジトリ 14 館（16%）、学術成果リポジトリ 6 館（7%）、○○リポジトリ 4 館（5%）










後、JIS X8341-3 基準、すなわち、W3C の WCAG2.0 に準拠した検証ツールが今後、登場するで
あろう。それに基づき、図書館 Web マスターは達成基準を決め、検証を行う必要がある。
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